
予算対⽐について 
 
DataNature では、予算データと実績データの項⽬列を揃えたデータを準備することで、実績・予算・対⽐率(差異)を
1 つの集計表に表⽰することが可能です。 
 
【準備編】 
Personal 版では、この資料で説明する⼿順で加⼯した予算データを読み込んだ後に、実績データを追加読み込みする
ことで予算対⽐⽤のデータが完成します。 
クライアント/サーバー版では、サーバー機能（管理ツール）にある「ファイル統合設定」で、予算対⽐⽤のデータが容易
に作成できます。詳しくは、管理ツールの操作マニュアルを参照してください。 
 
1. 実績データを準備する︓実績データ.csv 

この資料では、下図のような販売実績データを使⽤します。 

 

 
2. 予算データを準備する︓予算データ.csv 

予算データは実績データに合わせて明細で準備し、実績データと対⽐できるように、項⽬列の構成を揃えておく必要
があります。 
 
この資料では、下図のような予算データを使⽤します。＜店舗＞別＜コーナー名＞別に予算が割り当てられています。 

 
 
このデータを、実績データに合わせて、以下のように加⼯します。 

 
※実績データの列構成に合わせるため、分類名/ﾒｰｶｰ名/商品名/数量/売上⾦額/粗利額を空欄の項⽬列を間に
挿⼊します。 



 
【分析編】 
予算データ.csv と実績データを読み込み、年⽉別のクロス集計表を作成します。 
 
1. クライアントツールを起動します。 

 
2. [ようこそ画⾯]の「データファイル」で、『予算データ.csv』を指定して開きます。 

※必ず、列数の多い『予算データ.csv』を先に開く必要がありますので、ご注意ください。 

 

 
3. データ定義画⾯で、次の設定を⾏います。 

 
①＜数量＞＜売上⾦額＞＜粗利額＞を数値型に変更し、＜予算＞も含めて、「□カンマ区切りを⾏う」を 
  チェックオンにします。集計実⾏後、数値の書式設定でも設定可能です。 

  

 ②[定義完了]をクリックします。 
 
 
 
 



4. 次に表⽰されるクロス集計表の表組画⾯で、「ファイル」メニューから「データの追加読み込み」をクリックし、実績デー
タ.csv を指定し、開きます。 
下図の[追加読み込み]ダイアログが表⽰されます。「取り込み開始⾏」は「２」を指定し、[OK]をクリックします。 

 

 
5. 続いて、集計表の構成要素を設定します。 

 
⾏へ配置する項⽬︓ (1)店舗名 (2)コーナー名 
列へ配置する項⽬︓ (1)年⽉ 
集計する項⽬   ︓ (1)売上⾦額 (2)予算 (3)達成率※ 

 

※「達成率」や「差異」は、下図の[計算式の追加]ダイアログで設定し追加します。 
  「計算式」領域の[新規登録]をクリック、または「ツール」メニューから呼び出します。 
 



 
 

6. 「□⼀括展開表⽰で開始する。」をチェックオンにし、[集計を実⾏]をクリックします。 

 
 

7. クロス集計表画⾯が表⽰されます。 

 
 

8. 「達成率」が「１」で表⽰されているため、数値の書式設定で「⼩数点以下の桁数」と「パーセント表⽰」に書式を編
集します。 
[集計項⽬の設定]ダイアログの[数値の表⽰書式]タブで、次の設定を⾏い、[⼀覧へ反映]→[OK]をクリックしま
す。集計表内で右クリックして表⽰するコンテキストメニュー、または「書式」メニューから「書式設定」-「数値の表⽰
書式」を選択し呼び出します。 



 
有効桁数   ︓⼩数点以下「１」桁 
パーセント表⽰︓「□表⽰する」をチェックオン 

 
※「表⽰名称」は、任意の名称に変更が可能です。例えば、数値項⽬名の横にある（合計）や（計算式）を 
  削除する等。 
 

9. 「達成率」が、⼩数点以下 1 桁、パーセントで表⽰されます。 

 

 
10. ⽬的に応じて、各種機能を利⽤して、集計表を完成させます。 

 
①配置切替 
 集計項⽬を横に並べて表⽰することも可能です。 
 「表⽰」メニューから「集計欄の配置切替」を選択、または[配置切替]アイコンをクリックします。 



 

 
②条件付き書式 
 集計値に条件を設定し、該当する値の背景⾊を指定した⾊で表⽰します。 
 「書式」メニューから「条件付き書式」を選択、または[条件書式]アイコンをクリックします。 

 

 
 予算未達のセルに⾊がつきました。 

  
 
③表題の設定 
 集計表の表題を設定します。表題領域内で右クリックし「表題の設定」を選択します。 

    



 
 表題が設定されます。 

  

 
 
 

※各機能の詳細については、操作マニュアルを参照してください。 
 


